
２監査委員公表第１号

比　　率　　名 令和元年度 経営健全化基準 備　　　　考

①資金不足比率 - 20.0%

水道事業会計経営健全化審査意見書

 ※　資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示する。

　　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に
　基づき、審査に付された事項を記載した書類を審査したので、その結果
　について次のとおり意見を提出する。

　　　　令和２年６月２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知中部水道企業団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　　都　築　良　直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　　菱　川　和　英

　　　　　　　　　　令和元年度　水道事業会計経営健全化審査意見書

　　１　審査の概要
　　　　この経営健全化審査は、企業長から提出された資金不足比率及びその算
　　 定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼
     として実施した。
　　２　審査の結果
　　　  総合意見
　　　　　 審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を
         記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。

　１　審査の対象
　　　令和元年度資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
　２　審査の実施日
　　　令和２年６月２６日
　３　審査の方法
　　　審査にあたっては、提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項
　　を記載した書類が、関係法令に準拠して作成されているかを検証するため、提
　　出された書類等を点検するとともに、関係職員から説明を聴取して実施した。
　４　審査の結果
　　　審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
　　は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、点検の結果、計数に誤りは
　　なく、適正であると認められた。


